














要  約:昭和 56 年より石川県内に所在する全産婦人科医療機関や衛生行政機関の協力の基

に、人ロベースの先天異常モニタリングを実施している。平成 8年度は引続き調査を進め

るとともに、平成 3-7 年の先天異常発生を昭和 56－平成 2 年の 1O 年間の報告に基づき設

定したべースラインとの比較を行ったところ、尿道下裂、ダウン症候群の増加傾向が、無

脳症、ロ唇裂、口蓋裂の低下傾向が示唆された。さらに 15 年間を 5 年毎に 3 分し比較を

行ったところ、無脳症が段々低下を示し、尿道下裂が段々増加を示した。ダウン症候群は

近年の 5年で急増を示していた。


